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企業会計は、特別会計と同じように特定の事業を行う場合に一般会計と区分して経理を行う会計です。
地方公営企業法を適用する会計で、本市では下水道事業会計があります。
　なお、水道事業会計については、令和５年度から広島県水道広域連合企業団へ移行したため、本市の
事業会計から除きます。

水道事業会計下　損益計算書の当年度純利益は０円で、当年度未処分利益剰余金は0円となりました。貸借対照表の資産合計・
負債資本合計はそれぞれ176億2,078万円です。

ʲଛӹࢉܭॻʳ ʲିआରরදʳ
営業収益 ̑ԯ�
���ສԁ 固定資産 ���ԯ�
���ສԁ 固定負債 ��ԯ�
���ສԁ

営業費用 ��ԯ�
���ສԁ 流動資産 ̏ԯ�
���ສԁ 流動負債 ̑ԯ�
���ສԁ

営業利益（△損失） ˚̑ԯ�
���ສԁ 繰延収益 ��ԯ�
���ສԁ

営業外収益 �ԯ�
���ສԁ 負債合計 ���ԯ�
���ສԁ

営業外費用 �
���ສԁ 資本金 ��ԯ�
���ສԁ

営業外利益（△損失） ̑ԯ�
���ສԁ 剰余金 �ԯ�
���ສԁ

特別利益（△損失）　 �ԁ 資産合計 ���ԯ�
���ສԁ 資本合計 ��ԯ�
���ສԁ

特別損失（△損失）　 �ԁ 資産合計 ���ԯ�
���ສԁ 負債資本合計 ���ԯ�
���ສԁ

当年度純利益 �ԁ

当年度未処分利益剰余金 �ԁ

区　分 歳　入 歳　出 差　引

国民健康保険特別会計 ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ �ԯ���ສԁ

後期高齢者医療特別会計 �ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ �
���ສԁ
介護保険(保険事業勘定)
特別会計 ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ �
���ສԁ
介護保険(介護サービス
事業勘定)特別会計 �
���ສԁ �
���ສԁ ��ສԁ
住宅新築資金等貸付事業
特別会計 ���ສԁ ���ສԁ �ԁ

港湾管理特別会計 �
���ສԁ �
���ສԁ ��ສԁ

地域開発事業特別会計 �ສԁ �ԁ �ສԁ

宿泊施設事業特別会計 �
���ສԁ �
���ສԁ �ԁ

交通船事業特別会計 ̐ԯ�
���ສԁ ̐ԯ�
���ສԁ ���ສԁ

　特別会計は、特定の
事業を行う場合に一般
会計と区分して経理を
行う会計で、国民健康
保険特別会計のように
法律で義務付けられて
いるものや条例で設置
されるものなど９会計
あります。
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令和５年度決算
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　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、すべての地方公共団体が毎年度の決算により、健全
化判断比率と資金不足比率を算出・公表することとなっています。
　各比率が早期健全化基準・経営健全化基準を超えた場合には、「財政健全化計画」（公営企業は「経営健
全化計画」）を策定し、財政の健全化に取り組む必要があります。
　令和５年度決算に基づく本市の各指標は次のとおりで、早期健全化・経営健全化の基準を超えるものは
ありません。

◎健全化判断比率 ◎資金不足比率

◎健全化判断比率・資金不足比率の対象範囲

▶実質赤字比率…一般会計など（普通会計）を対象
に、歳出に対する歳入の不足額（赤字額）を標
準財政規模（地方公共団体が通常水準の行政活
動を行う上で必要な一般財源額）の額で割った
比率。

▶連結実質赤字比率…全ての会計を対象に、市全体
の歳出に対する歳入の不足額を、標準財政規模
などの額で割った比率。

▶実質公債費比率…一般会計などの支出のうち、義
務的に支出しなければならない公債費や、公債

費に準じた経費を標準財政規模などの額で割った比
率の３カ年の平均値。

▶将来負担比率…地方公社や損失補填を行っている法人
などを含め、一般会計などが将来的に負担すること
となっている実質的な負債に当たる額（将来負担額）
から、負債の償還に充てることができる基金などを
控除した額を標準財政規模などの額で割った比率。

▶資金不足比率…公営企業会計を対象に、資金不足額を
その企業の事業規模で割った比率。資金不足比率は
会計ごとに算定を行う。

用 説解語

区　　　分 比率 早期健全化基準
実質赤字比率 ʵ �����
連結実質赤字比率 ʵ �����
実質公債費比率 ��� ����
将来負担比率 ʵ �����
˞੺ֹࣈɺকདྷෛ୲ֹ͕ͳ͍৔߹͸ʮʵʯͰද͍ࣔͯ͠ま͢ɻ

区　　　分 比率 経営健全化基準
法
適
用

下水道事業会計 ʵ

����法
非
適
用

地域開発事業特別会計 ʵ
宿泊施設事業特別会計 ʵ
交通船事業特別会計 ʵ
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区　　　　　　　　分 対象範囲
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